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球

節
九
怨

約
六
班

印

0
…ハ

甲
斐
圃
佐
野
産
透
輝
石
の
光
学
性
質
､
化
撃

性
質
及
温
度
の
奨
北
に
因
る
容
積
の
変
化
｡

神

津

瀬

戸

上

組

潤 問倣

- 勝 砿

日

次

T
.
純

音
｡

二
､
近
郷
石
及

共
催
潜
り
鉢
山
舵
態
及
伸
いれ
S
･恥
覚
り

三
､
透
輝
石
の
粍
晶
摩
⊥
及

光
挙
上
の
件
駅
Q

E
'
連
輝
石
の
化
串
代
筆
L

rg
'

建
坪
石
仏
渋
皮
の
句
化
,i
関
る
容
稀
の

変
他
)

一
､
緒

言

筆
者
の

一
人

(S･
K
･)
TJ
H
･
S
･
W

as甘
ing
t
o

n
博
士
と
の
共
著

ス
ト
ロ
ン
ポ
リ
ー
鹿
骨
迫
輝
石

(
A
m

･
Jour･

S
ci･,
V
O
IX
L
V
,
Ju
n
e
1
9
(8
)
A.1J
越
す
る
論
文
岬
に
tr

筆
者
は

ス
ト
ロ
ン
ポ
リ
ー
産
普
通
輝
石
の
光
撃
性
質
を
研
究

し
て
該
碓
物
は

L
acroix
教
授
及

ノヨ
ーfin
g
教
授
の
研
究
せ
る
オ
ー

ベ
ル

ニ
ュ
ー
産
及

レ
ン
プ

リ
ユ

ー
産
の
普
通

輝
石
に
此
し
て
透
輝
石
分
子
を
よ

り
多
-
含
む
も
の
L･芸

可
き
を
論
じ
､
此
れ
ビ
同
時
に
其
光
撃
性
を
此
絞
研
究
せ

る
睦

野
産
輝
石
は
狗

tI
暦
透
輝
石
分
子
を
多
量
に
含
み
､
其
名
種
は
普
涌
輝
石

(
C
om
m
on
A
ug
ite)
ビ
呼
ぶ
も

の
に
あ
ら
す
じ
で
遼
輝
石

(D
iop
sid
e
)
ビ
都
す

べ
き
-
の
な

-
A,J
推
論
せ
･JD
｡



佐
懸
崖
輝
石
に
封
す
る
潜
時
の
所
論
は
該
論
文
の
主
な
る
目
的
に
あ
ら
ざ
-
L
を
以
て
､
其
記
載
に
僅
か
に
敏
行

を
費
し
た
る
の
み
な
-
き
､
故
に
鼓
に
は
前
記
事
E
.多
少
重
複
す
る
鮎
あ
る
も
更
に
本
嚇
物
の

一
般
的
性
質
}J
今
回

研
究
せ
る
高
温
に
封
す
る
容
積
の
礎
化
だ
針
併
せ
て
左
に
記
述
せ
ん
bj
す
.

ニ
ー

透
療
石
母
岩
の
産
出
状
態
及

其
諸
性
質

透
輝
石
の
産
地
は
甲
斐
問
糾
八
代
郡
発
射
大
字
上
佐
野
の
僻
地
に
し
て
､
社
時
は
交
通
極
め
て
不
便
な
-
L
も
､

近
衆
は
里
飴
の
地
瓢
に
汽
車
の
停
車
場
を
見
る
に
至
-
た
れ
ば
'
此
の
地
の
研
究
も
大
に
便
な
る
に
至
れ
-
0

此
の
透
輝
石
は
以
前
に
は
慢
然
ビ

Augiteだ
呼
ば
れ
､

1
枚
に
は
普
通
輝
石

(
C
o
m
m
.
n
A
u
gi
te)
ビ
了
解
せ

ら
れ
居
セ
る
が
如
し
､
黙
れ
で

一も
日
本
椀
物
蕗
に
記
赦
せ
ら
渇
ゝ
如
し

清
水
省
吾
氏
の
化
学
分
析
の
結
果
に
よ
れ
･

ば
~
該
輝
石
は
透
輝
石
ビ
呼
ば
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
明
か
な
り
｡

大
正
六
年
の
交
､
筆
者
の

.L
人
(
S
･
K
･)
も
亦
本
職
物
の
光
単
性
栗
を
測
定
し
て
其
屈
折
率
の
比
較
的
小
な
る
こ

}J
､
重
屈
折
の
丘

陵
的
大
な
る
こ
}J
t
及
消
光
角
､
光
軸
角
の
侶
等
よ
り
'
普
通
輝
石
に
あ
ら
ず
し
て
透
輝
石
L･{
る

べ
き
晶

摘
L
t
其
望

鵬
の

蒜

晶

記
ク
ジ
ン
-
蒜

士
孟

薯
の
論
文
盃

巌

)中
に
宝

せ
予

熱
れ
ど

も

筆
者
は
其
産
出
の
状
態
を
碁
に
せ
ざ
ら
し
を
以
て
､
大
正
七
年
常
時
助
手
た
ち
L
波
退
寓
次
郎
博
士
を
該
地
に
派
過

し
て
調
査
密
行
廿
'
昨
夏
は
筆
者
の
.1
人

(
粛
月
)
も
亦
其
地
を
訪
ふ
て
史
に
観
察
せ
る
朗
あ
-
た
り
､
次
の

一
節

は
涯
遊
博
士
の
督
時
の
報
告
.La
り
O

『
透
輝
石
結
晶
の
産
地
ビ
も
て
本
邦
砺
物
撃
界
に
贋
-
知
ら
る
ゝ

上
佐
野
は
'
-;
製
版
西
八
代
郡
発
村
に
属
し
､
富

甲
斐
駒
佐
野
直
接
輝
石
の
北
喫
粍
質
'
化
喫
件
斑
及

脱
皮
の
廻
化
に
凹
ろ
容
榊
の
.誕
北

田宅

二



地

球

節
九
魯

筋
六
幼

望

八

一二

士
州
の

一
小
支
流
佐
野
州
の
上

流
に
任
し
て
､
御
坂
山
地
の
西
南
延
長
部
即
ち
天
子
山
地
中
の
探
谷
底
に
春
す
る

叫

う
つ
ぶ
な
な
ん
ぶ

小
部
落
に
し
て
､
之
を
訪
ふ
に
は
富
士
身
延
政
道

内

船

南

部

騨
よ
-
東
北
方
に
約
四
粁
の
問
小
藻
に
泊
ふ
て
長
坂
を

寮
-
､
振
放
入
官
三
十
米
の
佐
野
峠
を
越
え
ー
乾
に
約
二
粁
の
間
急
斜
面
を
下
ら
ざ
る
ペ
か
ら
す
｡

透
輝
石
の
産
地
は
上
佐
野
部
落
の
北
端
に
位
す
る
草
小
輩
里

の人
家
に
旺
-
､
佐
野
川
及
び
そ
の
支
流
栃
鹿
川
の

沿
岸
三
ヶ
所
に
分
れ
､
透
輝
石
は
主
に

7
雅
の
班
.岩
状
火
成
岩
巾
に
斑
晶
ビ
し
て
存
在
す
る
も
､
徒
々
こ
の
岩
石

の

分
解
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
土
砂
の
中
に
も
逆
離
し
た
る
耕
晶
ビ
し
て
見
出
さ
る
｡

こ
れ
ら
三
ヶ
所
の
姦

輝
石
産
地
中
､
そ
の
現
出
状
態
の
最
か
明
瞭
な
る
は
､
前
記
二
川
の
谷
流
動
よ
り
北
方
凡
そ

可
米
の
所
に
於
で
､
佐
野
川
西
岸
を
遡
る
小
雀
に
露
は
る
～
断
崖
な
-
｡
こ
の
断
崖
は
主
だ
し
て
御
坂
膚
だ
胤
は
る

～
砂
岩
粘
板
岩
及
び
磯
岩
上
-
成

-
､
そ
れ
ら
は
約
七
､
八
十
度
の
高
角
比
を
以
て
東
南
に
傾
斜
す
｡
斑
岩
は
こ
れ

ら
の
殆
ん
で
寓
立
し
た
る
地
層
を
幡
ぼ
水
準
に
横
切
-
細
さ
岩
腺
状
を
な
し
､
節

一
間
の
如
き
露
出
面
を
示
せ
-
｡

こ
の
間
の
右
草
に
示
せ
る
部
分
は
賂
而
上
約

一
･
立
米
乃
至

二
･
五
兼
の
高
さ
に
約
六
米
の
長
さ
を
以
て
露
は
れ
､

露
頭
の
幅

∵

玉
来
よ
り
漸
次
右
方
に
洩
少

し
て
〇
･
末
光
に
下
る
｡
こ
の
部
分

には
品
種
凡
そ

1F
糎
乃
至

l糎
柿

に
は
四
糎
に
連
す
る
透
輝
石
の
斑
晶
が
盛
宵
に
且
つ
平
均
に
分
布
し
､
た
ゞ
そ
の
両
側
錬
蓮
に
近
づ
-
に
従
ひ
急
に

斑
晶

の大
き
さ
を
減
じ
､
接
場
面
よ
-
一
〇

乃
.IL,m

五
糎
の
間
は
金
-
等
粒
敏
晶
質
ど
な
れ
-
｡
此
軍
は
'
こ
の
岩

碇

の
泣
入
常
時
な
は
大
な
る
球
晶
を
有
せ
ず
､
そ
の
ま
～
急
に
冷
却
L
た
る
蓮
練
部
は
金
-
等
粒
徴
晶
質
ど
な
-
､

そ
の
後
経
に
冷
却
し
た
る
中
心
部
に
の
み
大
晶
を
積
じ
た
る
も
の
･,J
説
明
す
る
は
穏
普
な
ら
ん
も
､
珪

入
歯
塵
既

に

大
な
る
妊
晶
存
在
し
'
そ
れ
が
革
にこ
流
動
状
態
の
如
何
に
由
っ
て
中
央
部
に
の
み
基
申
せ
-
ビ
云
ふ
考
も
軽々

し

-
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路鯵のWr炭に於ける遮輝石母岩露川の状
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否
定
す
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
ペ
し
｡

特
ーこ
こ
れ
ら
の
両
部
介
にこ
於
け
る
石
基

の
構
造
の
粗
似
す
る
こ
空
は
こ
の
後
の
方
の
考
を
便
利
ビ
す
る
も
'
斑
晶

の
配
置
に
は
流
状
構
造
は
諦
め
ら
れ
ざ
る
な
り
｡
こ
の
状
態
は
第

.i
間
中

左
下
に
示
さ
れ
た
る
部
分
に
就
て
も
同
様
な
る
が
.
こ
～
に
で
は
岩
脈
S

下
部
は
路
面
下
に
捜
し
て
見
る
を
糧
や
｡
ま
た
此
等
左
右
二
部
介
は

.i
児

輝
線
岩
だ
思
は
る
如
き
線
色
糖
密
の
部
分
に
て
結
び
つ
眺
ら
れ
'
こ
の
部

分
は
多
少
直
立
す
｡
こ
の
部
分
が
特
に
大
な
る
柳
Hm
に
乏
し
き
は
'
そ
の

珪
入
営
時
又
は
そ
の
後
に
於
け
る
如
何
な
る
却
僻
に
よ
る
か
明
か
な
ら
す

結
晶
沈
降
の
有
無
は
特
別
な
る
性
悪
を
以
て
吟
味
せ
る
も
､
沈
降
の
澄
跡

は
こ
の
範
閏
に
て
見
る
を
稗
ざ
-
き
｡

こ
の
岩
脈
に
貫
か
れ
た
る
砂
岩
粘
板
岩
等
は
そ
の
接
嫡
部
に
於
て
純
色

に
趣
質
し
.
岩
脈
の
遊
鯨
も
瓶
似
し
た
る
外
観
を
量
せ

-
0

第
二
の
産
地
は
第

一
の
産
地
ビ
合
流
瓢
ど
の
略
は
中
開
､
河

底
の
東
岸

に
露
出
す
る
岩
壁
に
し
て
､
こ
～
に
て
は
殆
ん
'rp
簡
北
に
走
る
境
界
を
以
て
水
成
岩
を
横
切
る
斑
岩
を
見
る
も
'
そ

の
令
鯉

のr形
状
は
不
明
な

り
｡
本
岩
中
に
も
多
-
の
透
輝
石
の
斑
晶
を
含
む
も
そ
の

1
々
の
大
き
さ
に
放
て
は
第

11

の
産
洲
に
劣
れ

り
｡

箪

二
の
産
地
は
佐
野
川
の
支
流
栃
鹿
川
の
河
床
に
接
し
そ
の
南
岸
に
露
は
る
～
岩
壁
L･.
り
O
こ
～
に
で
は
砂
岩
粘

-:
悲
囲
佐
抑
衆
達
郎
石
の
光
塔
性
等

壮
挙
雌
蝶
及
姐
鹿
の
嬰
他
に
阿
る
容
蹄
の
礎
化

雫

九

三



地

裁

終
九
令

弟
六
髄

望
O

I
肘

奴
岩
等
を
賞
ぬ
-
球
岩
脈
の
露
頭
は
急
に
上
方
に
向
か
で
災
城
し
､

下
方
は
何
床
の
相
磯
に
理
も
る
O

透
輝
石
の
結
晶
が
政
も
古
-
よ
り
知
ら
れ
た
る
は
こ
の
第
三
の
産
地
な
-
｡
然
れ
ど
も
そ
の
後
最
も
多
-
産
出

L

た
る
は
第

一
の
産
地
の
崖
錐
中
に
鬼
ら
る
～
砂
の
中
に
し
て
､
石
基
の
風
化
し
た
る
後
も
滑
は
新
鮮
な
る
外
観
を
以

て
遊
姉
せ
る
も
の
な
り
｡』

偲
潜
の
類
機
銃
的
性
質

透
輝
石
斑
晶
の
大
な
る
も
の
を
含
む

部
分
即
ち
岩
脈
の
中
央
部
を
成
す
部
を
蔚
倣
鏡
下

に
槍
す
る
に
､
晶
形
大
な
る
斑
晶
は
皆
途
輝
石
に
属
し
､
斜
長
石
は
石
基
を
構
成
す
る
倣
晶
に
封

じ
て
は
其
大
さ
班

ー=
的
舶
係
を
童
す
れ
ざ
も
P
連
邦
石
の
斑
晶
に
比
す
れ
ば
温
か
に
小
な
ら
.
岩
脈
の
外
部
に
向
ふ
に
従
ひ
､
斑
晶
輝

石
は
其
大
さ
だ
畳

ビ
を
減
じ
､
斜
長
石
は
精
々
其
太
さ
を
増
し
'
両
者
は
略
々
同
且GL.
同
大
な
る
に
至
れ
わ
｡
最
外

部
即
ち
水
成
岩
ざ
接
触
す
る
部
分
に
於
で
は
'
輝
石
を
減
す
る
を
以
て
其
色
も
内
部
に
比
し
て
淡
-
'
細
粒
撤
密
の

岩
石
だ
な
れ
わ
｡

岩
脈
金
機
を
通
有
て
､
石
基
は
主
だ
し
て
微
細
の
塞
冊
形
斜
長
石
だ
外
廓
不
定
の
透
輝
石
ど
よ
ゎ
成
わ
.
其
中
に

少
畳
の
磁
蛾
強
を
混
や
｡

斑
状
透
輝
石
の
棟
物
撃
的
譜
性
質
は
後
節
に
詳
記
す
る
を
以
て
.
拓
に
は
庖
裏
物
及
盛
砂
構
造
に
就
き
て
の
み
記

述
す

べ
L
｡
本
輝
石
中
に
は
包
事
物
を
柿
に
は
含
ま
ざ
る
も
の
あ
る
も

1
舷
に
多
塵
に
含
有
す
､
又
包
宴
物
質
も
其

雅
数
多
-
磁
城
東
を
除
き
て
は
次
期
的
に
塵
質
せ
る
薯
多
し
｡
其
主
な
る
者
は
方
解
石
､
白
雲
石
､
純
泥
石
質
､
或

は
肘
石
贋
物
等
存
在
し
､
其
排
列
の
状
態
は
叉
次
に
迎
ぶ
る
が
如
き
累
帯
構
造
に
関
係
を
有
す
.

本
邦
石
の
腰
帯
構
造
に
種
々
あ
か
､

一
は
外
堀
だ
内
昔
YJ
に
化
輿
成
分
上
の
鍵
化
を
静
め
ざ
る
も
其
境
界
に
包
寒



物
排
列
し
て
内
外
両
暦
を
作
る
〇
二
は
前
者
ビ
同
じ
-
内
背
だ
外
背
ビ
其
成
分
を
異
に
せ
ざ
る
-
､
内
骨
の
み
に
特

に
多
発
の
包
裏
物
を
有
す
る
馬
場
に
累
帯
構
造
を
具
す
｡
三
は
内
尊
ビ
外
背
だ
其
化
学
成
分
を
異
に
L
t
従
っ
て
消

光
角
等
を
異
に
す
｡
此
の
場
(
=
に
薄
片
に
於
で
特
に
色
を
異
に
せ

ざ
る
者
Ai,
､
外
昔
に
線
色
を
背

べ
る
者
だ
あ
り
'

四
は
外
昔
だ
内
帯
の
包
茎
物
の
排
列
の
状
態
を
革
に
せ
る
璃
め
に
累
帯
構
造
を
量

せ
る
場
合
な
ら
｡

砂
時
計
構
造
は
極
め
て
稀
に
し
て
殆
ん
ぎ
説
ひ
る
を
稗
や
o

斑
晶
斜
長
石
の
屈
折
率
は

1
.5
71-
1
･5
7
7

な
る
を
以
て
其
成
分
は
略
ば

An

8,
な
る

ペ
-
'
石
基
の
微
晶
の
属

祈
率
は

1
.57
0-
)
･5
7
5

な
る
を
以
て

AnEOな
る
ペ
し
｡

母
岩
の
化
嬰
性
質

岩
脈
の
中
央
部
即
ち
透
輝
石
の
大
な
る
斑
晶
を
含
む
部
分
に
就
き
化
撃
分
析
を
行

へ
る
に
第

一
衷
に
見
る
如
き
席
基
を
程
た

-
0

I::

.

.=.
.
.

;.

･
:'

L.

.

I.･

'

'
'

'
;
I
:

i

+

)

‥･;

f.'
嵩

…

g･
川

…

…
.
;1
.
i
.
E

州
.
州

三
ー
擾
輝
石
の
結
晶
挙
上
及
光
挙
上
の
諸
性
質

本
論
文
の
主
題
を
L･l
す
透
輝
石
は
前
記
の
如
き
透
輝
石
扮
岩
の
斑
晶
を
な
せ
る
者
に
し
て
'
其
結
晶
は
完
晶
を
薫

し
､
結
晶
面
は
其
和
親
多
か
ら

ざ
る
も
完
金
に
聴
達
す
'
触
れ
ど
も
反
射
測
角
機
を
用
ゐ
得
る
が
如
Y
滑
か
な
ら
ざ

;-
饗
図
位
新
鹿
透
輝
石
の
瀬
韓
燐
盟
'
他
車
他
覚
及
脱
皮
の
灘
北
に
拘
る
容
積
の
灘
低

空

叫

1
試



地

域

輿
九
懲

第

六

班

脚

三

二
ハ

る
を
以
て
､
衝
動
の
測
定
は
接
梱
測
角
機
に
依
ら
ぎ
か
ぺ
か
ら
す
t

,此
等
の
測
定
の
結
果
YJ
晶
帯
と
の
閥
係
f･ib
判

定

⊥
た
る
結
晶
甲
り
積
数
は

.Lil本
鋸
物
証
に
掲
ぐ
る
所
だ
異
ば
ら
す
､
即
ち
左
の
加
も
｡

第二衷

a= (loo)

b==(010)

m ご(110)

sE(nl)

u = (111)

2;I (021)

o≡;(221)

右
の
申

a
b

m
及

S
は
長
滝
髄
-
磯
達
し
､
u
z

及
｡
は
稀
に
見
る
両
に
し

て
且
っ
其
磯
連
絡
小
な

ら
｡
饗
晶
に

a
両
を
饗
晶
両
ビ
す
る
矢
薯
形
の
も
の
少

か
ら
す
｡

結
晶
の
光
撃
性
質
｡
金
反
射
屈
折
計
を
用
ゐ
て
､
二
伸
の
異
な
れ
る
結
晶
に

っ
き
､
充
分
な
る
性
悪
を
排
ひ
.
三
つ
の
烹
屈
折
率
を
測
定
せ
-
｡
此
の
測
定
だ
同
時
に
伊
太
利
ア
ラ
(A
ta
)
産

の

透
輝
石
及
ス
ト
ロ
ン
ポ
リ
ー
産
普
通
輝
石
の
三
主
屈
折
率
を
測
定
し
'
佐
野
産
輝
石
ビ
比
較
に
俊
せ
-
､
此
等
の
結

果
は
第
三
表
に
見
る
が
如

し
｡



(
)
)

TV
a
S

Obtaine
db
y

W

righ

t
l
n
d

L
a
r

Sen.

(
2
)
a
n
d

(

3

)

b
y

K

8
z
u
,

(

4

)

b
y

E
)
hashi,

(
5
)

b
y
K

8zu.

(

6

)

b
y

W

i31fin
g
V

(
7
).

(
00
)
a
n
d

(

9

)

b

yW
a
s
h
in
g
t
o
n

a
n
d

M

e

rw
in.

(
1
0

)

b
y

W

u
lf
in
g
a
n
d

(
t
t
)

b
y

th
e
e
x
t
r
a
p
o
la
tio

n
us
hngt
hev
a
1

.ues
of
(
)
)

a
n
i

(
1
0
)
.

第
三
表
に
は
､

佐
野
及
ア
ラ
産
透
輝
石
の
外
に
p

合
成
蔭
に
て
得
た
る
透
輝
石
戊
透
輝
石
･iJ
封
此
す

べ
き

ヘ
ブ
ン

石
､
又
屡

々
.
此
等
ビ
此
校
封
憎
め
必
要
を
庄
す
る
常
温
輝
石
の
光
撃
憤
激
を
並
報
せ
-
0

本
表
に
見
る
が
如
-
p
佐
野
産
透
輝
石
は
､
合
成
法
に
て
作
れ
る
純
粋
な
る
化
学
成
分

C
a
M
gSi20
6を
有
す
る
者

に
比
す
れ
ば
､
其
屈
折
率
は
大
な
れ
ざ
･3JJA.
普
通
輝
石
に
此
す
れ
ば
又
造
か
に
小
な
る
を
知
る
べ
し
｡
又
透
輝
石
の

(r
l
a
)
の
個
を
､
普
通
輝
石
の
其
れ
だ
比
鹿
す
れ
ば
､
後
者
は
前
者
に
此
L
で
小
な

-
｡
J

甲
斐
樹
佐
野
庶
透
輝
石
の
光
凝
性
質
､
壮
挙
粒
質
及
孤
庇
の
誕
他
に
因
る
容
郡
の
熔
化

E
7

三

7
七



粕

琉

節
九
怨

飾
六班

四

蒜

丁
八

透
輝
石
}J
へ
...h

y
石
ビ
は
､
二
成
分
系
の
固
溶
性
を
形
成
す
る
な
ら
ん
と
は
､
今
田

一
般
に
信
せ
ん

bJす
る
朗
な

る
も
､
未
だ
此
れ
を
充
分
に
詑
明
す
る
に
至
ら
ざ
る
な
-
O

閤
p

達
輝
石
の､
化
学
性
質

前
節
に
於
て
記
せ
る
が
如
-
'
本
磯
物
は
少
か
ら
ざ
る
包
嘉
物
を
有
す
る
も
の
多
き
を
以
て
､
分
析
試
料
の
梓
漢

は
容
易
な
ら
ず
､
先
づ
結
晶
を
細
か
き
穿
開
片
に
砕
き
.
顕
微
鏡
下
に
て
可
及
丈
け
不
純
物
を
除
去
し
､
此
れ
を
他

車
分
析
に
附
せ
ゎ
P
其
結
果
は
第
四
表
に
示
す
が
如
し
｡



節
凹
表
に
は
佐
野
産
凌
輝
石
の
外
に

C
aM
g
S
i20
6

な
る
標
準
速
輝
石
の
成
分
.
又
他
方
に
は

へ
デ

ン
石
の
化

叩
班
.5
梶
野
誇
遼
輝
石
の
光
単
位
貿
'
壮
挙
件
獣
及
川
庇
の
誕
他
に
甲

G
容
横
の
如
拙

巴

奴

7
九



地

球

飾
九
啓

弟
六
雛

聖

山rt

二
〇

革
成
分
.

庇
に
透
輝
石
分
子
だ

へ
デ
ン
輝
石
分
子
耳
の
外
に

ア
ク
.>
イ
･1
分
予
科

エ
ン

ス
タ
タ
イ
ト
分
子
､

酸

化
第

二
蛾
､

及
聾
土
を
も
含
有
す
る

澄
迫
輝
石
の
化
撃
成
分
を
並
託
せ

-
｡
此
等
化
尊
成
分
の
排
列
の
順
序
は
､

其
焼
物
の
屈
折
率
の
低
き
者
よ

-
届
き
者
に
従
ひ
.

左
方
よ

り
着
方
に
託
せ
る
は
､
筋
三
愛
だ
什
験
せ
ば
明
か
な

,I

.O輝
石
屈
の
化
撃
分
析

の
結
弟
よ

rn
t
成
分
分
子

(
C
o
m
p
.siti.n
m
.
1
e

c
u
l
e
)

を
算
出
す
る
方
蔭
に
就
き
て
は
､

語
数
固
々
に
し
て
今
日
に
至
る
-

小
足
す
る
朋
な
-
'
算
出
せ
る
分
子
だ
光
単
語
性
質
だ
の
闘
係
の
如
き
は
'
未

だ

澗
足
に
説
明
し
得
る
者
な
-
､
猪
豚
水
の
研
究
に
待
つ
朋
多
L
｡

チ

ェ
ル

マ
ッ
ク
分
子
の
存
否
は
多
年
の
懸
案
な
-
L
も
､

今
日
は

一
枚
に
其
存
在
を
否
定
す
る
傾
向
に
あ
る
を
以

て
'

余
等
は
叢
に
は
･ワ
シ
ン
ト
ン
博
士
の
所
説
に
従
ひ
て
酸
化
第
二
蛾
及
容
士
は
他
の
成
分
に
団
溶
憶
だ
し
て
溶
融

す
る
ビ
見
放
し
て
取

り
扱

へ
-
｡
如
斯
し
て
算
出
せ
る
成
分
分
子
は
'
第
四
表
の
下
段
に
見
る
が
如

し
｡

佐
野
塵
輝
石
の
成
分
分
子
を
､
酉
ケ
岳
産
の
普
通
輝
石
を
除
け
る
他
の
普
通
輝
石
だ
比
較
し
て
､
苦
土
透
輝
石
分

子
ビ
斜

エ
ン
ス
タ
タ
イ
ト
分
子
に
富
み
ア
ク

マ

イ
ト
分
子
及
蛾
'
弊
士
の
畳
に
少
き
は
t
明
か
に
本
輝
石
を
透
輝
石

に
属
せ
し
む

べ
き
密
接
に
し
て
､
其
光
学
性
嚢
よ

-
稗
た
る
結
論
だ

1
致
す
る
を
見
る

ぺ
し
｡

西
ヶ
原
輝
石
が
佐
野

透
輝
石
に
此
し
て
'
苦
土
透
輝
石
分
子
を
多
量
に
含
有
L

へ
''.h

ン
石
分
子
駁
少
量
に
有
す
る
に
も
踊
ら
す
'
其
屈
折

率
の
温
か
に
高
き
は
今
苗
に
易
-
説
明
す
る
を
得

ず
｡

普
通
輝
石
の
化
撃
性
質
に
就
き

て細
論
を

試
み
る
に
は
､
先
づ
其
精
密
な
る
化
畢
分
析
の
結
果
を
得
て
後
な
さ

ざ

る
ペ
か
ら
す
p
然

る
に
現
今
に
於
で
は
､
比

の
目
的
に
対
し
僅
か
に
ワ
シ

r
I
ン
博
士
の
研
究
あ
る
の
み
三

百
ふ
も



過
言
に
あ
ら
ざ
る
状
態
に
あ
る
を
以
て
､
其
化
撃
性
質
だ
光
撃
性
質
ど
の
関
係
の
如
き
は
潜
今
後
の
研
究
に
侯
た
ぎ

る

ペ
か
ら
す
p
故

.i
苗
に
は
透
輝
石
の

へ
'..h
ン
石
及
普
通
輝
石
に
封
す
る
関
係
の
大
要
を
連
ぶ
る
に
止
む
｡

透
輝
石
だ

へ
デ

ン
輝
石
と
は
二
成
分
系
の
蓮
櫓
的
固
溶
髄
を
形
成
す
る
者
な
ら
ん
と
は
'
今
日

一
般
に
信
せ
ら
れ

ん
だ
す
る
朗
な
る
を
以
て
ク
ヰ
ン
チ
エ
ル
氏
の
作
間
に
従
ひ
p
第
三
表
に
輿

へ
た
る
藤
準
だ
な
せ
る
透
輝
石
及

へ
ヂ

y
石
の
屈
折
率
を
南
棟
に
取
ら
'
此
れ
を
直
線
に
て
結
び
つ
け
て
得
た
る
三
線
は
'
透
輝
石
I

へ
デ
ン
石
系
の

α
β

及

γ
聖

不
す
潜
だ
暇
足
す
(琴

南

塵
照
)
､
今
佐
野
澄
渡
輝
石
の
三
つ
の
主
屈
折
率
を
此
の
兼
上
に
取
る
時
は
潮
を

符
.
而
し
て
制
に
粕
皆
す
る
透
輝
石
固
溶
憶
の
成
分
を
固
上
よ
り
求
む
れ
ば

C
a
F
e
S
iN0
6
は
約

一
二
J,1
-
セ
ン
ト

耶
P..-

卯
耶
耶

ロ･

帆

C
aM
gSi20
6
は
八
八
'rl
-
セ

ン
ト
}J
な
る
を
見
る
ペ
L

qU潔払

今
佐
野
産
透
輝
石
の
化
畢
分
析
の
結
果
よ

531計
算
に
て

ES

R
帽

心

q
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■UE)
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E
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柑
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N
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第 二 間

印

得
た
る
成
分
分
子
は
第
四
表
に
見
る
が
如
-
な
鳩
も
､

6｡

透
輝
石
分
子
だ

へ
デ

ソ
分
子
の
二
つ
の
み
を
官
分
比
に

0V
改
算
す
る
時
は
各
八
六
パ
ー
セ
ン
ト

kJ1
四
''t
I
セ
リ･

ト
ビ
t･t
rO
屈
折
率
よ
-
得
た
る
者
だ

.I致
す
'
此

1
致

加

は
果
し
て
異
の

1
敦
な
る
や
勝
又
遇
飴
の

一
致
L･4
る
や

卯

苗
に
確
言
す
る
を
得
ず
､
如
何
ど
な
れ
ば
此
等
二
成
分

芸
の
外
に
警

ク
や
て

分
子
及
斜

;

ス
芸

イ
ト
分

子
を

1
0
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
含
み
p
又
餓
及
容
土
の
二
パ
ー
セ
ン

ト
を
含
む
'
前
者
の
分
子
の
存
在
は
普
通
輝
石
の

甲
斐
図
億
野
蹄
透
輝
石
の
光
串
件
質
､
催
嘩
耽
質
及

税
政
の
′挺
他
に
回
る
容
稗
の
僻
地

望

七

二
1



地

球

節

丸
谷

肪

六

観

望

八

二
二

場
合
に

1
智
明
か
な
る
が
如
-
磯
物
の
屈
折
率
を
下
降
せ
し

め
p
餓
及
聾
士
の
存
在
は
屈
折
率
を
上
昇
せ
し
む
る
を

以
て
､
此
の
分
子
約
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
存
在
が
基
し
て
前
者
の
下
降
を
阻
止
相
殺
せ
る
者
な
る
や
未

だ型
一一山
す
る
髄

は
ざ
る
な
ゎ
0

普
通
輝
石
の
成
分
分
子
を
通
児
す
か
に
P
波
輝
石
分
子
の
盈
ほ

へ
デ
ソ
分
子
の
畳
に
此
し
屈
折
率
の
低
き
者
に
多

k
u
を

7
股
的
通
則
だ
な
す
も
P
賓
際
の
場
令
は

'I
暦
裸
郷
に
し
て
p
表
に
於
て
見
る
が
如
-
､
擾
輝
石
分
子
の
多
き

者
却
て
高
屈
折
率
を
量
す
る
を
見
る
ぺ
L
P
此
の
場
各
に
放
て
は
斜

エ
ン
ス
タ
タ
イ
ト
分
子
及
ア
ク
マ
イ
ト
分
子
は

其
量
を
減
じ
､
酸
化
第
二
銭
及
聾
士
は
其
最
を
噂
加
し
て
屈
折
率
の
上
昇
に
影
響
を
典
ふ
る
が
如
し
故
に
此
等
の
銅

棒
は
複
鄭
な
る
多
成
分
系
を
以
て
簡
明
せ
ざ
る
ペ
か
ら
す
｡

今
試
み
に
第
三
表
に
記
せ
る
輝
石
屈
の
屈
折
率
を
第
二
閲
に
示
せ
る
透
輝
石
I

へ
デ
ソ
石
系
の
屈
折
率
線
上
に
配

俊
す
る
に
､
像
憩
外
に
も
各
々
の
三
つ
の
屈
折
率
は
縦
線
に
平
行
の
位
置
を
取
る
者
多
き
を
見
る
ペ
し
'
文
京
屈
折

(7-
?

)
の
慨
を
同
上
に
配
置
す
る
も
､
亦
漁
期
以
上
に
或
直
線
に
接
近
す
る
を
見
る
ペ
し
0

此
常
の
光
壁
上
比
較
的
簡
置
な
る
踊
係
が
'
蔵
物
の
成
分
ビ
如
何
な
る
胤
係
を
保
つ
や
'
今
は
容
易
に
簡
明
す
る

儲
旭
や
､
如
何
ど
な
れ
ば
図
上
よ
ゎ
程
た
る
成
分

Et
薯
際
化
撃
分
析
よ
-
得
た
る
成
分
ビ
.
大
に
離
解
す
る
朗
あ

る
を
以
て
な

ら
｡

盟
ー
透
輝
石
の
温
度
の
襲
化
に
よ
る
容
積
の
愛
化

透
輝
石
の
分
解
作
用
を
受
け

ざ
る
､
新
鮮
に
し
て
､
且
つ
包
裏
物
質
を
含
ま

ざ
る
者
は
､
大
束
中
に
於
で
相
皆
の

高
温
に
熱
す
る
も
其
栗
に
趣
卜化
を
認
め
ざ
る
は
既
に
吾
人
の
泣
意
せ
る
所
L･4
-1
､
枚
に
此
の
如
き
縛
晶
を
程
ば
寄
人



第 五 表

Thermalexpansion of diopsidc

誓 -;iiC. ーi Linear eXpansion in %; Volume
⊥to (100). i ⊥to (010). ji //toc-axis. expansion.(Cal°.)(ofsr,I(oes.,柱 ean.iF'oas.) B(obs.) L ean.Ii(.fs.,ト(obBs,,柱 ean.

20 ∃O.占O 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.oo Lo.oo 0.00 1≡ 0.00

100 ;0.04 002 0_030.05 0.06-0.08 0_10 0.060.100.15 0.06 0.04 0.13

50 0.07 0.ll 0.11 0.06 0.07 0.07 0.24

200 !0.ll 0.17 紺 024 0.100.140ユ70.210.25 0.10 ･0.36

50 至0.13 0.12 0ユ3 0.20 0.23 0.14 0.49

30050400 0.160.190.23 …二喜… j_紺 …… 0.280.340.40 0.170.21025 0.600.740.87

50500 0.260.30 二 十 l0.420.47 0.460.52 - 0.290_34 1.001ユ5

臣畿宣壁掛窒魁資悼Q栄塔登輪p学弥宝輪句,E3撃Q還ギヒ聖吋騎豊合鼠専 引e. 17打f



は
此
敏
的
容
易
に
其
温
度
に
封
す
る
膨
張
率
を
測
定
す
る
を
碍

ペ
L
､
然
る
に
既
に
記
越
せ
る
が
如
-
本
産
地
の
透

第 三 国

THERMALEXFNISION()FDEOP810g･

仰

輝
石
中
に
は
包
裏
物
を
包
ま
ざ
る
結
晶
は
寧
ろ
稀
に
し
て
.
且
つ

其
畳
の
多
少
を
結
晶
の
ま
～
に
で
判
定
す
る
に
由
な
き
智
以
て
'

-｡｡

包
婁
物
に
原
因
す
る
本
質
版
の
誤
差
は
こ
れ
を
避
-
る
髄
は
ざ
る

Oo lTEAA冨E肌 T｡肥CTS b

M

m

e
.

e
L

申

朋

り
0
く
ヒ
Zu
U
∝
u
d

PIL

Z
O
lの
T4.遷
Y
U

な

-
p
加
ふ
る
に
包
嚢
物
の
存
在
す
る
揚
令
に
は
高
温
に
放
て
必

サ
其
周
遊
よ

-
酸
化
を
容
易
な
ら
し
め
.
透
輝
石
物
質
に
舜
化
を

兼
せ

･Jl
.
然
れ
で
も
此
の
酸
化
の
膨
脹
率
に
輿
ふ
る
影
響
は
.
比

較
的
少
に

L
で
'
賓
膝
上
の
紋
差
の
範
囲
内
に
入
る
濃
度
の
者
な

る
べ
き
を
知
れ
る
を
以
て
､
余
等
は
常
温
よ
･Jl
千
度
迄
の
間
に
於

け
る
本
蔵
物
の
容
積
の
鍵
化
を
知
ら
ん
為
に
.
(l
o
o
)

及
(
0
1
0
)

に

帝
角
の
方
向
及
C
軸
に
並
行
の
三
つ
の
方
向
に
治
へ
る
線
膨
脹
琴



な
ー
示
差
膨
張
計
を
以
て
こ
個
の
典
L･6
れ
る
結
晶
に
就
き
て
測
定
し
ー
此
等
の
結
果
よ
-
容
積
の
雛
化
を
計
算
に
で

見
出
せ
-1
､
其
結
果
は
第
五
衰
及
第
三
園
に
見
る
が
如
し
｡

第
五
表
中
A
及
B
だ
記
せ
る
は
､
異
な
れ
る
A
盈
B
結
晶
に
就
き
て
行

へ
る
賓
験
の
結
果
な
ら
､
此
の
両
者
を
此

第 六 表

Thermalexpansion ofdiopside

Temp. ⊥ to (010). of //to e-axis. of

ln A-crystal A-crystal

C. Exp.llExp.2lDiff. Exp.1 巨 Xp.2 1Diff.

20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ● 0.00

50 0.02 0.02 0.Oq 0.02 0.01 0.01

100 0.06 0.06- 0.00 0.05 0.04 0.01

200 0.14 0.15 0.01 0.12 0.10 0.02

50 0.19 0.20 0.01 0.15 0ユ4 0.01

300 0.25 0.26_ 0.01 0.18 0.17 0.01

50 0.30 0.31 0.01 ′ 0.22 0.20 0.02

loo 0.35 0.36 0.01 0.26 0.25 0.01

50 0.40 0.42 0.02 ･0.30 0.29 0.01

500. 0.46 ･0.47 0.01 0.33 0.33 0.00

EGO 0.61 0.52 0.01 0.87 0.37 0.00

600 0.57 0.58 0.01 0.41 0.41 . 0.00

700 0.70 0.70 0.00 0.49 0.49 0.00

50 0.78 H 0.77 0.01 0.53 0.53 0.00

80050900501000 0.85 0.840.920.991.061.13 0.01や 0.57 0.570.620.66.0.710.76 0.00

甲
斐
蜘
佐
野
産
透
輝
石
の
光
畢
粍
質
'
壮
挙
僻
磐
及
純
度
の
発
他
Li
阿
る
容
稗
の
弊
他

望

f

二
記



地

球

第
九
懇

鋳
六
離

誓
一

二
六

校
せ
ば
異
な
れ
る
結
晶
を
測
足
せ
る
場
各
に
生
す
る
間
質
腺
値
の
間
の
差
異
を
大
略
推
測
す
る
を
碍

ペ
L
t
同

一
結

晶
に
就
き
て
同

一
方
向
に
測
定
せ
る
絡
巣
は
p
艶
な
れ
る
轄
鼠
G
,場
各
の
紬
-
其
差
大
な
ら
す
､
其

1,
例
を
翠
ぐ
れ

ば
'
第
六
衣
に
見
る
が
如
上

同

一
結
晶
A
の
結
晶
軸
C
に
挙
行
及
(
0
)
0
)

に
直
角
の
方
向
に
'
畏
れ
る
時
日
に
測

定
せ
る
結
果
は
､
小
数
瓢
以
下
二
位
の
朗
に
放
て
僅
か
に
二
単
位
以
下
の
差
壁

ボ
せ
る
の
み
な
り
､
以
て
本
結
晶
内

に
起
れ
る
酸
化
作
用
は
'
其
容
積
の
浄
化
に
大
な
る
影
響
智
輿

へ
ざ
る
を
驚
す
る
だ
同
時
に
'
第
五
敦
に
示
せ
る
A

及
丑
結
晶
の
測
定
の
結
基
に
見
ら
る
る
間
者
の
値
の
差
の
此
校
的
大
な
る
は
各
結
晶
の
性
質
即
ち
主
ビ
し
て
包
事
物

■M

の
多
少
に
蹄
せ

ざ
る
ペ
か
ら
す
.

.

第
五
表
及
第
三
間
に
見
る
が
如

-
､
透
輝
石
の
熱
膨
脹
は
結
晶
而
(
)
0
0
)

に
直
角
の
方
向
だ
結
晶
直
軸
C
の
方
向

だ
に
略
ぼ
同
値
に
し
て
､
(
01
0
)

両
に
直
角
の
方
向
即
ち
結
晶
軸
b
に
平
行
の
方
向
は
前
者
に
此
し
て
大
な
-
.
容
積

の
塵
化
は
此
等
の
倍
よ
ら
計
算
に
て
布
た
る
者
に
で
五
官
皮
に
於
で

1
､

一
五

パ
ー
セ

ン
ト
千
度
に
於
て
は
二
､
八

二

パ
ー
セ
ン
ト
槍
大
す
､
故
に
本
結
晶
の
加
熱
膨
脹
線
は
直
線
的
に
あ
ら
ず
し
て
凹
形
を
上
方
に
向
け
る
援
な
る
弧

線
を
量
す
｡

獅
本
焼
物
の
加
熱
膨
脹
測
定
は
､
東
涯
を
換

へ
党
に
其
寛
厳
を
続
行
中
な
る
を
以
て
､
賓
戯
中
に
起
る
酸
化
其
他

の
影
響
は
後
日
史
に
葡
逃
す
る
所
あ
る
ペ
し
.
小出
に
は
革
に
透
輝
石
の
温
度
の
慶
化
に
よ
-
第
五
表
に
示
す
が
如
き

程
度
の
容
積
の
塾
北
を
壁
す
る
者
な
る
を
遡

ぺ
置
か
ん
だ
す
｡

現
代
の
岩
石
撃
の
研
究
問
題
だ
し
て
.
岩
石
の
温
度
の
担
化
に
よ
る
容
積
の
憂
化
'
或
は
此
玉
の
輿
化
は
､
最
も

霊
夢
な
る
者
の

.I
な
る
は
明
か
な

-
.
其
研
究
の
結
果
は
地
殻
深
所
の
岩
石
の
性
質
を
幾
ふ

1
要
素
ど
な
-
､
叉
地



震
波
の
速
度
の
考
察
等
に
は
岩
石
の
可
燃
性
,J･J
共
に
敏
-

べ
か
ら
ざ
る
要
素
を
な
す
-
の
な

･a
｡

此
の
岩
石
の
加
熱
膨
脹
を
精
細
に
研
究
す
る
に
は
'
其
造
岩
磯
物
の
加
熱
膨
脹
を
知
ら

ざ
る
ペ
か
ら
す
､
此
の
目

的
に
対
し
余
等
は
三
四
年
以
前
よ
･in
此
の
種
の
研
究
に
志
し
､
今
は
多
少
其
結
果
を
納
む
る
に
至
れ
る
も
も
未

だ其

各
般
を
駿
東
す
る
期
に
至
ら
ず
｡

本
論
文
は
此
等
研
究
中
の

一
項
に
し
て
p
沿
不
充
分
の
者
た
る
を
免
れ
や
}J
経
も
､
東
に
研
究
の
歩
を
進
め
て
樺

細
な
る
結
果
を
得
る
に
努
め
ん
ど
す
.
但
し
此
の
種
の
研
究
の
結
果
は
未

だ欧
米
に
も
凝
乗
せ
ら
れ
た
る
も
の
少
-

希
に
彼
我
相
封
照
し
て
研
究
の
進
歩
を
促
進
せ
し
む
る
優
を
敏
け

ち
｡

信

濃

中

部

箱

三

紀

静

の

分

類

旦

本

間

不

二
男

第

二
篇

叫
.
北

億

層

群

絶

詮

既
に
記
し
た
る
が
如
-
別
所
僚
迄
の
中
信
層
群
の
堆
積
は
新
第
三
紀
の
海
津
期
中
に
行
は
れ
其
の
厚
さ
の
大
学

Q:

虞
に
於
い
て
四
千
五
官
米
を
越
え
た
の
で
あ
っ
花
が
.
北
信
層
群
の
堆
錆
期
に
入
る
ビ
共
tこ
少
-
ど
も
信
濃
中
部
に

於

い
て
は
次
第
に
海
が
北
方
に
退
い
て
行
-
状
況
が
観
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
此
の
海
退
の
最
初
心
骨

っ
て
塵
化

し

信
地
中
部
節
三
組
暦
の
分
数

竺

n

二
七


